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  社会福祉法人天心会 

 法人理念「人間が人間らしい生活を過ごせることに貢献する」 

 

 

本指針の目的  

〇 この指針は、社会福祉法人天心会が運営する事業に係る虐待を防止するための体制を整備するこ

とにより、利用者の権利を擁護するとともに、利用者が介護サービス等を適切に利用できるように

支援することを目的とします。  

 

1. 施設における虐待防止に関する基本的考え方  

〇 ２００６年(平成１８年)４月に『高齢者虐待の防止・高齢者養護者に対する支援等に関する法律(高齢

者虐待防止法)』が施行されました。 高齢者虐待は人権侵害であり、犯罪行為という認識のもと、高

齢者虐待防止法の理念に基づき、高齢者の尊厳の保持・人格の尊重 を重視し、権利利益の擁護に

役立つことを目的に、高齢者虐待の防止とともに高齢者虐待 の早期発見・早期対応に努め、高齢者

虐待に該当する次の行為のいずれも行いません。 （下記枠内参照） 

  また、2012 年（平成 24 年）10 月１日から、国や地方公共団体、障害者福祉施設従事者等、使用者

などに障害者虐待の防止等のための責務を課すとともに、障害者虐待を受けたと思われる障害者

を発見した者に対する通報義務を課すなどしています。 

 

① 身体的虐待：高齢者等の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある暴行を加えること。  

② 介護・世話の放棄・放任：高齢者を衰弱させるような著しい減食又は長時間の放置その他の高齢者等を 

養護すべき職務上の義務を著しく怠ること。  

③ 心理的虐待：高齢者等に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応その他の高齢者等に著しい心理的 

外傷を与える言動を行うこと。 

④ 性的虐待：高齢者等にわいせつな行為をすること又は高齢者をしてわいせつな行為をさせること。 

⑤ 経済的虐待：高齢者等の財産を不当に処分することその他当該高齢者等から不当に財産上の利益を 

得ること。 

 

2. 高齢者等への虐待の起きる原因 

   虐待と思われる行為の原因や理由に「虐待と思われる行為を受けた利用者側の要因」や「高齢者等虐

待を行った職員側の要因」また、「業務が多忙等その他の要因」があげられ、養介護施設従事者等によ

る虐待の発生は、主に以下の５つの要因に分けて考えることができます。 

 

  【養介護施設従事者等による高齢者等虐待の背景の要因】 

１．組織運営 

２．チームアプローチ 

３．ケア及びソーシャルワークの質 
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４．倫理観とコンプライアンス（法令順守） 

５．負担・ストレスと組織風土 

    

これらの要因は、相互に関係している場合が多く、これらの要因が必ずしも直接的に虐待を生み出

すわけではないが、放置されると虐待の温床となることや複数の要因が作用することで虐待の発生が

助長されたりすることもあります。そのため、単純に職員個人だけに原因を求められるものではないこ

とを理解しています。 

 

3. 虐待・身体拘束委員会その他施設内の組織に関する事項について  

〇 当施設では、虐待発生防止に努める観点から、「虐待・身体拘束委員会」を設置しています。当委員

会は、身体的拘束委員会と一体的に行います。  

〇 委員会の実施にあたっては、関係する職種、取り扱う事項が相互に関係が深い場合には、他の会議

と一体的に行う場合があります。  

〇 会議の実施にあたっては、テレビ会議システムを用いる場合があります。  

〇 虐待・身体拘束委員会は、必要な都度運営責任者が招集します。 

〇 虐待・身体拘束委員会の議題は、運営責任者が定めます。具体的には、次のような内容について協

議するものとします。  

➀ 虐待・身体拘束委員会その他施設内の組織に関すること  

② 虐待防止のための指針の整備に関すること 

③ 虐待防止のための職員研修の内容に関すること  

④ 虐待等について、職員が相談・報告できる体制整備に関すること 

⑤ 職員が虐待等を把握した場合に、市町村への通報が迅速かつ適切に行われるための方法に

関すること  

⑥ 虐待等が発生した場合、その発生原因等の分析から得られる再発の確実な防止策に関する

こと  

⑦ 再発の防止策を講じた際に、その効果についての評価に関すること  

 

4. 虐待防止のための職員研修に関する基本方針  

〇 職員に対する虐待防止のための研修の内容は、虐待等の防止に関する基礎的内容等の適切な知識

を普及・啓発するものであるとともに、当該法人における指針に基づき、虐待の防止を徹底します。  

〇 具体的には、次の項目を反映した研修を実施します。  

・ 虐待防止法の基本的考え方の理解 

 ・ 権利擁護事業/成年後見制度の理解 

      ・ 虐待の種類と発生リスクの事前理解 

 ・ 早期発見・事実確認と報告等の手順 

 ・ 発生した場合の改善策  

〇 実施は、特養（年２回以上）、その他（年 1 回以上）行います。また、新規採用時には必ず虐待の防止 

のための研修を実施します。 研修会は身体拘束と合わせて行うことがあります。 

〇 研修の実施内容については、研修資料、実施概要、出席者等を記録し、紙または電磁的記録等によ

り保存します。  
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5. 虐待又はその疑い（以下、「虐待等」という。）が発生した場合の対応方法に関する基本方針  

〇 虐待等が発生した場合には、速やかに市町村に報告するとともに、その要因の除去に努めます。客

観的な事実確認の結果、虐待者が職員等であったことが判明した場合には、役職位の如何を問わず、

厳正に対処します。  

〇 また、緊急性の高い事実の場合には、市町村及び警察等の協力を仰ぎ、被虐待者の権利と生命の

保全を優先します。  

6． 施設長及び管理者の責務 

施設長及び管理者は苦情処理の体制を整備するとともに、職員に対する高齢者虐待に関する研修の

実施、虐待防止の各種措置を講ずる責務を負います。 

 

7． 職員の責務 

職員は日頃より、利用者のモニタリングを励行し、虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、

速やかに、これを上司、施設長（管理者）へ報告して東大阪市に通報します。 

ここでいう、「思われる」というのは、確たる証拠を必要とするものではない。 

また、職員は、虐待に至らないまでも、その兆候を発見したときには、速やかに施設長及び管理者に報

告する責務を有します。 

東大阪市福祉部高齢介護室包括ケア推進課 連絡先電話番号  ０６-４３０９-３０１０ 

 

8. 虐待等が発生した場合の相談・報告体制に関する事項  

〇 職員等が他の職員による利用者への虐待を発見した場合、速やかに市町村に報告します。  

〇 施設担当者へ報告し、虐待者が担当本人であった場合は、他の上席者等に相談します。  

〇 担当者は、苦情相談窓口を通じての相談や、上記職員等からの相談及び報告があった場合には、報

告を行った者の権利が不当に侵害されないよう細心の注意を払った上で、虐待等を行った当人に

事実確認を行います。虐待者が担当者の場合は、他の上席者が担当者を代行します。また、必要に応

じ、関係者から事情を確認します。これら確認の経緯は、時系列で概要を整理します。  

〇 事実確認の結果、虐待等の事象が事実であることが確認された場合には、当人に対応の改善を求

め、就業規則等に則り必要な措置を講じます。  

〇 上記の対応を行ったにもかかわらず、善処されない場合や緊急性が高いと判断される場合は、外

部機関に相談します。  

〇 事実確認を行った内容や、虐待等が発生した経緯等を踏まえ、虐待・身体拘束委員会において当該

事案がなぜ発生したかを検証し、原因の除去と再発防止策を作成し、職員に周知します。  

〇 施設内で虐待等の発生後、その再発の危険が取り除かれ、再発が想定されない場合であっても、事

実確認の概要及び再発防止策を併せて市町村に報告します。  

〇 必要に応じ、関係機関や地域住民等に対して説明し、報告を行います。  

 

9. 成年後見制度の利用支援に関する事項  

〇 利用者又はご家族に対して、利用可能な成年後見制度について説明し、その求めに応じ、社会福祉

協議会等の適切な窓口を案内する等の支援を行います。  
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10. 虐待等に係る苦情解決に関する事項  

〇 虐待等の苦情相談については、苦情相談窓口担当者は、寄せられた内容について苦情解決責任者

に報告します、当該責任者が虐待等を行った者である場合には、他の上席者に相談します。  

〇 苦情相談窓口に寄せられた内容は、相談者の個人情報の取り扱いに留意し、当該者に不利益が生

じないよう、最新の注意を払います。 

〇 対応の流れは、上述の「8 虐待等が発生した場合の相談・報告体制に関する事項」によるものとしま

す。  

〇 苦情相談窓口に寄せられた内容は、相談者にその顛末と対応を報告します。  

 

11. 入居者等に対する当該指針の閲覧に関する事項  

〇 入居者等は、いつでも本指針を閲覧することができます。また、当施設 HP において、いつでも閲

覧が可能な状態とします。  

 

12. その他虐待の防止の推進のために必要な事項  

〇 4 に求める研修会のほか、社会福祉協議会や老人福祉施設協議会等により提供される虐待防止に

関する研修等には積極的に参画し、利用者の権利擁護とサービスの質を低下させないように常に研

鑽を図ります。  

 

附 則 この指針は、令和 6 年 2 月 1 日より適用する 
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虐待（疑い）通報の組織図（フローチャート） 

 

 

 

 

東大阪市

本人・家族・関係者

職員

サービス担当者会議
接遇・拘束・人権委員会

施設長 法人・理事長

通報

通報

通報

発見・報告

通報

通報

発見・報告

発見・報告

報告

報告

発見・報告

発見・報告

虐待・身体拘束委員会 
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氏名（               ）   所属： 特養 ・ デイ ・ ヘルパー ・ 居宅 ・ 包括 

高齢者虐待を防ぐためのチェックリスト（毎年） 

 

1.気づき編（あなたの身のまわりで、このようなことはありませんか？✔チェック） 

□ 言う事を聞かないので、ののしったり、叩いたり、強く引っ張ったりしていた。 

□ 高齢者等が食事をなかなか食べないので、介護者が無理やり口に入れていた。 

□ 高齢者等が話しかけているのを意図的に無視していた。 

□ 経済的な問題はないのに高齢者等のためにお金をかけない。 

□ 高齢者等に元気がなかったり、不自然な体重の増減がある。 

□ 高齢者等が過度の恐怖心、おびえを示す。あるいは、強い脱力感、あきらめ、なげやり 

な態度をみせる。 

□ 失禁や認知症の周辺症状などを、人前でそのことを話し、恥ずかしい思いをさせる。 

□ 外見が悪いので、外出させないよう閉じ込めたり、訪ねてくる人にも会わせない。 

□ 利用者の行動制限を制限する。 

□ 高齢者等の年金や預貯金を管理し、本人に無断で使う。 

□ 病気であるのに医師の診断を受けさせない。 

□ 介護が大変なので入浴をさせず、高齢者等の身体から異臭がする。 

□ 部屋の中にごみを放置するなど、ひどい住環境で生活させる。 

□ 高齢者等の居室、自宅からの怒鳴り声、悲鳴、うめき声や物を投げる音がする。 

 

2.自己チェック編（「はい」と思うものに✔を入れましょう） 

□ 虐待は基本的人権の侵害である。 

□ 良心的な福祉職員は虐待行為を行うことはない。 

□ 施設内や自宅訪問は密室化し虐待が生じやすい環境である。 
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ヴェルディ八戸ノ里 

令和    年   月   日 

 

□ 言葉の暴力は、その内容だけでなく言い方によっては心理的虐待となる。 

□ 虐待は被害者の命を奪うことがある。 

□ 福祉従事者による放任は虐待となる。 

□ 「認知症だから仕方ない」と思うことがある。 

□ ストレスや疲労が重なると誰でも虐待行為に及んでもおかしくない。 

□ 利用者がむせたらすぐにとろみ食に変える必要がある。 

□ 親しみを込めて、「ちゃん付」で読んだり愛称で呼んでいる。 

□ 常に声をかけやすい雰囲気をつくることを意識している。 

□ おむつ交換は定時に変えれば十分である。 

□ 不適切だとわかっていても、せざるを得ない状況がある。 

□ 反応の乏しい認知症の方には、声掛けをしなくてもよい。 

□ 同僚や後輩、実習生などに接遇マナーが声掛けや指導ができる。 

□ 利用者や家族と話すときは、相手の表情を観察しながら話せている。 

□ 高齢者等の人権について、同僚と話すことがある。（１ヶ月以内）  

□ ヴェルディ八戸ノ里の「虐待防止指針マニュアル」は理解している。 

□ 福祉従事者には虐待を発見したら通報義務がある。 

□ 虐待の事実が確認できなくても、強く疑われる場合は通報義務がある。 

□ 虐待通報は施設長が行うもので、従事者が行うものではない。 

□ トラブルやミスは積極的に上司へ報告する環境がある。 

□ 先輩や上司に意見をしたり、相談しにくい雰囲気がある。 

□ 自分の介助や仕事方法について、相談できる先輩や上司がいる。 

□ 仕事で困ったり、悩んでいる同僚（仲間）には自ら声をかけている。 

□ ヴェルディ八戸ノ里の職員は人権・倫理への意識が高いと感じている。 
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ヴェルディ八戸ノ里 

報告日 令和   年   月   日 

虐待兆候及び発見報告書 

報告者：                   （所属：           ）   

発見日時：令和    年    月    日（   ）       時      分～     時     分 

被害者：                   女 ・ 男    （年齢   歳） 

利用中のサービス： 特養 ・ ショートステイ ・ デイ・ ヘルパー ・ 居宅 ・包括 

場 所：                                      

虐待等の概要： 

 

 

 

 

 

現在の対応状況（当事者の分離など）： 

 

 

 

家族・保証人等への報告： 

 

 

 

今後について： 

 

 

 

 

施設長 課長 係長 主任 副主任 リーダー 
虐待・拘束委

員長 
報告者 
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